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〈デザイン〉が累積するこの世界を読み解く 

——桓武天皇と市電と、わたしの庭の一輪の花 

北 雄介 
 

 

概要 本講演では、この複雑な世界において「いかにデザインすべきか」ではなく、

まず「いかに世界が成り立っているか」について考えてみたい。 

自宅の庭に、花を一輪植えることは「デザイン」であろうか。戦争の方略を立

てることは―？　デザインとそうでないものの境界線は、多くの論者の議論を

経てなお、定まっていない。本講演では、デザインをウィトゲンシュタインの

言う家族的類似性によってゆるやかに連関する多様な行為群として捉え、これ

を〈デザイン〉と呼ぶこととする。すると我々の世界は、多様な〈デザイン〉

とその帰結が、時間的・空間的に折り重なったものとしてあらわれる。このよ

うな視座から、世界と我々人間との関係を問い直す。 
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